
公民連携による
公園活用の
モデルパターン



キーワード



民間主導
行政支援の
公民連携





連携協定



社会実験からの
政策展開



デザインと

マネジメントの
融合



公共R不動産







Media

Media

メディア事業では、行政の「公共空間を使って欲しい」ニーズと、民間の「公共空間を使いたい」ニ

ーズをつなぐ機会を創出するマッチングを促進しています。

①募集記事掲載

②活用事例の紹介

③コラム

④イベント開催などの情報発信

物件掲載依頼

マッチング

公共空間
活用ニーズ

情報発信
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連携協定による
パークマネジメント
泊まれる公園
インザパーク沼津































連携協定



夜空と交差する

森の映画祭









YES GOOD 
MARKET









泊まれる公園 INN THE PARK

公民連携事業研究センター

沼津市役所産業振興部商工振興課

臼井 久人



行政主導 市民参加型のまちづくり

民間主導 公民連携のまちづくり

やり方を変える

H27年度 公民連携推進の専門職員を配置
合わせて、庁内部署を横断した組織として、
「公民連携推進プロジェクトチーム」を設置



教育委員会
• 教育施設廃止によるネガティブな印象
• これまでの利用者に対する配慮

緑地公園課

• 維持管理、運営の負担増は避けたい
• 新たな施設を求めていた訳ではない

資産活用課

• 公共施設マネジメント
• 施設の活用方法は各所管課が決定

公民連携推進担当

民間事業者

庁内の意見集約、民間事業者とのワンストップ窓口としての役割

旧少年自然の家跡施設活用事業



任せる部分は、
覚悟をもって任せる



沼 津 市

事業者（親会社）
㈱オープン・エー

運営事業者
（子会社）

㈱インザパーク

現地法人として設立
完全子会社

公募（プロポーザル）

運営事業者として選定

協定の締結

事業計画・許可の申請

公園施設設置及び管理許可

泊まれる公園 INN THE PARK



沼津市
ぬまづ

まちづくり
ファンド

㈱インザパーク

沼津信用金庫
民間都市開発
推進機構

市 民
利用者

金融機関

融資
返済 出資 出資

出資

配当

地代・納税

使用料
（ｲﾍﾞﾝﾄ会場等）

料 金
（サービス購入）

愛鷹運動公園

利益の一部を
公園に還元

利便性向上の為の
公園の再整備

ｻｰﾋﾞｽの向上

事業者と市で公園全体の
価値をさらに高めていく

目指すべき公民連携の形

資金の流れ



ぬまづまちづくりファンド設立（全国第1号）
（沼津信用金庫×民間都市開発推進機構）

沼津信用金庫との契約書調印式の様子（出典：民間都市開発推進機構HP）



民間投資による
国営公園の活性化
インザパーク福岡













社会実験が政策展開

ライブラリーパークと

仙台市庁舎建て替え



















●申請/協議等
・都市計画公園区域内への建築のため、都市計画法の協議/許可
・基礎を打てなかったため仮設建築物の申請
・公園内への建築や家具設置のため、設置許可/占有許可等の申請
・地下鉄のルート上のため、交通局と近接協議（構造計算書等の提出などあり）
・誘導ブロックの移設にあたり、公園課、道路課、警察への協議/申請
・景観地区内のため景観法の景観協議
・仮設の給水/排水（散水栓や雨水桝利用）のため、公園課、保健所等と協議
・公園内既存分電盤からの給電だったため、公園課や東北電力との協議
・既存タイル舗装の復旧/保管方法の協議。
・4号の仮設建築だが公園内の安全確認のため構造図面/計算書の提出が求められた
・公園は稼働しているため、仮囲いや工事車両の導線/出入時間が細かく決められた

●その他
・上記をクリアしてやっと確認申請が可能（2~3週で上記を完了する必要があった
）
・仙台市の事業だが、許認可が青葉区で、根回し/連携が十分ではなかった。



仙台市役所本庁舎
整備事業













都市計画法上の

公園ではない広場

佐賀県江北町

みんなの公園



小さな街でも

公園でエあリア価値
は創造できるのか？
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デザイン
（OpenA）

行政
（江北町）

マネジメント
（日生開発）

デザインとマネジメントの一貫性

・造園管理
・カフェの運営
・イベント運営

設計段階
の調整

設計工事
監理業務

指定管理者



道路敷地の公園化

静岡トライアルパー

ク

















●施設の位置付け
・市道バイパス下導線の道路付属物（道路休憩施設）に位置付けられている

●外構のポイント
・市に外構整備の予算がなく、拠点整備交付金の上限2割で整備する必要があった
→敷地を残土処理場として外構用の盛土を低コストで入れ風景を作っている
・開発行為を避けるために、敷地内を道路区域に設定している。

●その他
・国交省より「トイレは地方創生のためになるのか？」という問いかけがあった
・什器も交付金内で用意できると良かったが、安全性の担保などの面で断念



●許可申請について
トライアルベース（建築物）について
・目的外使用の許可を申請。（１年毎に更新）
・使用料は、固定資産税評価額により算定。
・事前に許可を受ければ、修繕、模様替等することが可能

トライアルエリア（広場など）について
・道路専用の許可を申請。（３年毎に更新）
・占用料は、静岡市道路占用料条例に基づき算定
・事前に届け出が必要だが、占用物件を設置することが可能。原状回復義務あり



橋の上のパークPFI
岡崎クルワプロジェク

ト



プロジェクトの概要



プロジェクトの概要























●敷地条件
・橋自体が都市公園に含まれる。
・橋上建築は乙川河川緑地の一部、橋詰は中央緑道側の都市公園に含まれる
→それぞれに建蔽率上乗せが適用

●申請等
・「景観重要公園」に設定され、景観協議などが発生
・河川区域内のため、確認申請とは別途、河川法上の利用許可申請等が必要

●その他
・主要構造部を特定公園施設、内装を公募対象公園施設とするスキームが画期的
・橋という特殊な場所のため、市民や専門分野から声が上がりやすい
→そのためデザイン会議や「〇〇を守る会」への説明会をたびたび開催



デザイン
マネジ
メント

×

公共空間やエリアの
価値創造



時間が余れば



池袋の価値を上げた

南池袋公園







民間による社会実験
パークマネジメント組織













街のメディアをつくる。





都市政策に展開
池袋エリア
公園都市構想へ













新しい

池袋の風景を

日常に









まだ、
課題は残っている



●定常的な収益を生む
アセットがない

●複雑な利害関係
の調整が困難

●人事異動で政策
続性が困難



大きな企業を巻き込んだ
よりタフな組織を模索


